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＊
近
年
、
顕
熱
フ
ラ
ッ
ク
ス
や
潜
熱
フ
ラ
ッ
ク
ス
を
直
接
測
定
す
る
渦

栂
関
法
等
に
よ
る
観
測
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
観
測

結
果

に
お

い
て

地
表

面
熱

収
支

の
不

均
衡

(
I
m
b
a
l
a
n
c
e
：
顕
熱
フ
ラ
t

ク
ス
＋
潜
熱
フ
ラ
ッ
ク
ス
＋
地
中
熱
流
量
の
合
計
が
正
味
放
射
量

--・ 

と
合
わ
な
い
）
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
元
来
、
地
表
面
熱
収
支

は
不
均
衡
が
起
こ
ら
な
い
、
即
ち
、
閉
じ
る
と
い
う
事
を
前
提
と
し

理
論
が
作
ら
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
な
ど
の
検
証
デ
ー
タ
と
し
て
観
浪

値
を
用
い
る
場
合
に
、
閉
じ
て
い
な
い
デ
ー
タ
は
適
さ
な
い
。
さ
ら

に
観
測
値
そ
の
も
の
を
定
量
的
に
議
論
す
る
際
に
も
、
大
き
な
障

害
と
な
る
。
本
研
究
で
は
地
表
面
熱
収
支
が
閉
じ
る
と
き
と
閉
じ
な

い
と
き
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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目
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チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
永
久
凍
土
地
形
上
に
お
い
て
は
、
熱
配
分
の
総
量
は
正
味

放
射

量
の
7
割
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
。
一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
ス
テ
ッ
プ

草
原
地
帯
に
お
い
て
は
、
日
中
夜
間
を
通
し
て
、
正
味
放
射
量
の

8
割

程
度

じ
か
測
定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
日
中
の
み
な
ら

9
割
程
度
測
定
す
る
事
が
で
き

た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
綿
畑
に
お
け
る
測
定
結
果
で
は
、
正
味
放
射
量
の
9
5
%

近
く
測
定
す
る
事
が
で
き
て
、
ほ
ほ
熱
収
支
は
閉
じ
て
い
た
。

過
去
の
研
究
で
は
、
熱
収
支
の
不
均
衡
の
大
き
さ
が
も
っ
と
大
き
い
結
果
も

見
ら
れ
た
が
、
そ
の
多
く
が
不
均
一
な
地
表
面
上
の
測
定
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
。
チ
ベ
ッ
ト
高
原
は
永
久
凍
土
地
形
に
よ
る
地
表
面
の
不
均
一
性
が
大
き

か
っ
た
為
に
、
均
一
な
モ
ン
ゴ
ル
高
原
等
に
比
べ
て
不
均
衡
が
大
き
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
日
中
に
比
べ
て
、
夜
間
の

不
均
衡
が
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
安
定
な
夜
間
に
は
不
安
定
な
日
中

iご
比
べ

て
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
大
き
く
な
る
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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